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  ※ 本事例は、パンフレット「職場づくり事例集」掲載の(株)トータルケアサービス加島の事例を参考に作

成しています。このパンフレットは当ホームページよりご覧いただけます。 
 
 

 私たちの事業場は、○○市で居宅介護支援、訪問介護、通所介護を行う介護施設です。 
 私たちの仕事は、介護サービスを提供することだけでなく、利用者に豊かな生活を届ける

ことが目的であると考えています。その思いを届けるには多くの人手が必要となります。 
数年前、胃がんになった女性職員が治療を終え、面談をすると、目に見えて体重が落ちて

いるのに、職場復帰を焦っているように感じられ、無理のないように復帰させるにはどのよ

うな支援が必要なのか考えさせられました。 
職員が病気にかかり、長期休養や継続治療が必要になったとしても、安心して仕事に復帰

できる仕組みをつくらないといけないと考えています。 
 治療と仕事を両立できる働き方を一緒に考えていきましょう。 
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職員それぞれが人生の段階において仕事とプライベートを調和させ、笑顔で元気に働ける

ようにするために、ワーク･ライフ・バランスの視点も忘れず、多様な働き方を選択できる職

場環境づくりを行います。 
 
・私傷病欠勤制度や有給休暇の活用、フルタイム勤務から短時間勤務への転換を認める普通

勤務短時間社員への転換制度等、利用可能な社内制度について、職員に周知を図る。併せ

て病気の状況により必要な対応が可能となるよう、各施設の管理者とともに制度の運用に

ついて確認、調整を行う。 
・治療の段階に応じた必要な治療や配慮することについて、主治医や産業医と連携する。 
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職員の声 
 職場内には病気に限らず利用者や職員が困っているときは自然に手をさし

のべる風土があります。困った時はお互い様です。相手の状況や気持ちを考

えて、自然体で、ケースバイケースで対応すること大切だと思います。 


